
［中間計画］

校務分掌委員会

１　教育理念　「創造」 Ｒ５．８

　　　　ふるさとを愛し、地域社会に貢献する。     　良識を培い、礼節を重んずる。    　社会の要請に応え、構想する力、実践する力を育む。

２　教育方針　
　（１）自分の個性を理解し、自らの在り方生き方を創造する力を育てる。

　（２）高い志と意欲を持って主体的に学び、未来を切り拓いていく力を育てる。

　（３）他者に対する感謝の心をもって礼節ある行動ができる力を育てる。

　（４）何事にもひたむきに取り組み、最後まで諦めない心とたくましい身体を育てる。

３　目指す「生徒」・「教師」・「学校」の姿
　（１）生徒・・・●自分の課題を明確にし、誠実にひたむきに取り組む生徒　●勉強でも部活動でも最後まで諦めない生徒　　●自ら考え行動し、自分の選択に責任を持つ生徒

　（２）教師・・・●教育の専門家として専門性を高める努力を怠らない教師　●新しいことに挑戦していく姿勢を生徒に示す教師　●教職に対するひたむきな情熱を持った教師

　（３）学校・・・●生徒が自分の成長を実感できる学校　●できないことができるようになる学校　　●共に高め合う学校（生徒と生徒　生徒と教師）

　

４　学院スピリット　
　　　　「笑顔で挨拶　感謝の心と礼節ある行動　ひたむきに頑張る　学院高生」

５　学校評価・・・網掛けは今年度の重点課題

前期 後期

【保護者アンケート】
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９０％
Ｂ：８５％以上

Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満
Ａ：０人
Ｂ：１～３人
Ｃ：４～６人
Ｄ：７人以上

【保護者アンケート】
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満
Ａ：１８０人(63%)　以上
Ｂ：１６0人(56%)　以上
Ｃ：１４５人(50%)　以上
Ｄ：１４５人(50%)　未満

進路指導課 Ａ：難関国立・国立大１０名以上
学年会 Ｂ：国立大１０名以上
教科会 Ｃ：国公立大１０名以上

Ｄ：国公立大１０名未満

令和５年度　金沢学院大学附属高等学校　　【　学　校　評　価　】

　　　　　 ●入学して良かったと思える学校

令和５年度　金沢学院大学附属高等学校　学校評価　　NO１

教育方針 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準
評価

改善策

1

●自分の個性
を理解し、自ら
の在り方生き
方を創造する
力を育てる

①

●自己の個性や適性を理解
し、未来を生き抜く力を育む
キャリア教育を推進する。

進路指導課
学年会
教科会
キャリア教育
研究委員会

●キャリア教育研究委員会を
中心に、未来を生き抜く力を
育むキャリア教育の推進計画
について検討を進めている。
●１年次は、ＫＧＥ、２．３年次
には、オープンキャンパスで
大学・短大の学びを体感させ
ることで進学意欲を高めてい
る。また、大学・短大と授業や
部活動での連携も積極的に
進めている。
●特進コースでは、一人一人
に合った個別学習プログラム
を作成するとともに、ラモーダ
ゼミ（土曜日に９時間学習）を
実施し学習体力を高めてい
る。
●放課後の個別添削指導や
個人面談を実施し、一人一人
の目標達成を支援している。
●教員を対象にした研修会を
実施し進路指導スキルを高め
るように努めている。（小論
文、志望理由書、面接）

【満足度指標】
●本校は生徒の自己実現や進路実現の
ために、進路ガイダンス、上級学校見学、
自己理解、模擬試験などに意欲的に取り
組ませている　　Ｒ４後期・・８９％

92%

B
【満足度指標】
●本校は生徒の進路に決定にあたり、家
庭と連携した指導がされている。
Ｒ４後期・・８４％

84%

C
【成果指標】
●進路先最終未決定者（浪人除く）の人数
を少なくする。Ｒ４・・１０人

-

-

②

●金沢学院大学、金沢学院
短期大学と連携した「高大接
続プロジェクト」を積極的に推
進する。

進路指導課
学年会
教科会
キャリア教育
研究委員会

【満足度指標】
●本校は体験的な学習（オープンキャンパ
ス、インターンシップなど）に意欲的に取り
組ませている。　Ｒ４後期・・９０％

93%

B
【成果指標】
●金沢学院大学、金沢学院短期大学への
進学者が増えた。　Ｒ４・・１７７人

-

-

③

●難関国立大学・国立大学
合格者増に向けた取り組み
を強化する。

【成果指標】
●難関国立大学・国公立大学への合格者
が増えた。　Ｒ４・・１０人

-

-



前期 後期

教務課 【保護者アンケート】
教科会 Ａ：８５％以上
学力向上委員会 Ｂ：８０％以上

Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

教務課 Ａ：８７％以上
情報（機器） Ｂ：８０％以上
　　　管理委員会 Ｃ：７５％以上
教科会 Ｄ：７５％未満
国語科 Ａ：７５％以上
英語科 Ｂ：７０％以上
学年会 Ｃ：６５％以上
教務課 Ｄ：６０％未満

Ａ：５０％以上
Ｂ：４０％以上
Ｃ：３５％以上
Ｄ：３０％未満

学年会 Ａ：Ｃゾーン以上が４５％以上
教科会 Ｂ：Ｃゾーン以上が４２％以上
学力向上委員会 Ｃ：Ｃゾーン以上が４０％以上

Ｄ：Ｃゾーンが４０％未満

令和５年度　金沢学院大学附属高等学校　学校評価　　NO２

教育方針 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準
評価

改善策

2

●高い志と意
欲を持って主
体的に学び、
未来を切り拓
いていく力を育
てる

①

●生徒が主体的に取り組
み、より確かな学力を身に着
けることができるよう「分かる
授業」づくりを推進するととも
に、進路に合わせた教育課
程を編成する。

●各教科ごとにつけたい力・
評価項目を明確にし、小テス
トや定期テスト等で定着度を
確認しながら分かる授業づく
りを進めている。
●新学習指導要領に対応し
たカリキュラム・観点別評価を
作成し、実践を進めている。
●各教室にプロジェクターを
常設するとともに、各担任に
Chromebookを貸与し、校務支
援システムの活用やＩＣＴ教育
が推進できる条件整備に努め
ている。
●１、２年生全員にＣｈｒｏｍｅｂ
ｏｏｋを持たせ、一部の授業で
先行活用している。
●１年生はスタディサプリ、２
年生はマナトレ、ワンウィーク
トライアル、自学ノート等を活
用し、自己分析と弱点強化取
り組んでいる。また、英検や漢
検についても学年と教科で連
携し、一人でも多くの資格取
得を目指した取り組みを進め
ている。

【満足度指標】
●本校は分かる授業の実現によって生徒
の自信や意欲が育つよう授業が工夫され
ている。　Ｒ４後期・・８３％

④

●基礎学力の定着に向けた
取り組みを工夫する。

【努力指標】
●基礎学力が身についた生徒が増えた。
（基礎学力診断テスト）　Ｒ４後期・・４５％

86%

A
【満足度指標】
●本校は進路に合わせた教育課程が編成
（選択科目の設定）されている。
Ｒ４後期・・８８％

91%

B

②

●Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋやタブレッ
ト、Ｃｌａｓｓｉ等、ＩＣＴ機器の積
極的な活用を図る。

【努力指標】
●授業の中で教員がタブレットやプロジェ
クターを積極的に活用する。　Ｒ４後期・・８
３％

80%

B

③

●各種検定の合格率向上に
向けた取り組みを推進する。

【成果指標】
●漢字検定の取得者が増えた。
（３年間　３級以上）　Ｒ４後期・・５４％

-

-
【成果指標】
●英語検定の取得者が増えた。
（３年間　３級以上）　Ｒ４後期・・２８％

-

-

-

-



前期 後期

生徒指導課 【保護者アンケート】
学年会 Ａ：９０％以上
担任 Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

生徒指導課 【保護者アンケート】
生徒会課 Ａ：９０％以上
学年会 Ｂ：８０％以上
部活動顧問 Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満
Ａ：前年比－２０％
Ｂ：前年比－１０％
Ｃ：前年比±０％
Ｄ：前年比＋１０％
Ａ：前年比－２０％
Ｂ：前年比－１０％
Ｃ：前年比±０％
Ｄ：前年比＋１０％
Ａ：前年比－２０％
Ｂ：前年比－１０％
Ｃ：前年比±０％
Ｄ：前年比＋１０％

生徒指導課 【保護者アンケート】
生徒会課 Ａ：９０％以上
総務課 Ｂ：８０％以上
学年会 Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満
【保護者アンケート】

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

令和５年度　金沢学院大学附属高等学校　学校評価　ＮＯ3

教育方針 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準
評価

改善策

3

●他者に対す
る感謝の心を
もって礼節ある
行動ができる
力を育てる

①

●一人一人の生徒が育つ
「オーダーメイド」な生徒指導
を推進する。

●定期面談や生活アンケートを
通じ、生徒理解に努めるととも
に、その情報を学年全体で共有
しながら、一人一人に応じた指
導・助言を心がけている。
●些細な内容であっても家庭連
絡し、保護者と連携した指導がで
きるように努めている。
●挨拶やマナー、授業規律、服
装容儀について、目指す姿を教
職員で共通理解しながら、学校
全体で取り組んでいる。
●朝、休み時間、昼食時等に全
職員で校内を巡回し、生徒とコ
ミュニケーションをとるとともに、
いじめや問題行動等がないか状
況把握に努めている。
●生徒会による挨拶運動等を通
じて、主体的によりよい学校をつ
くろうとする雰囲気を醸成しようと
努めている。
●生徒の自己有用感を高め、自
信を持って行動できるようにする
ために、良さを褒めて認める指導
を心がけている。
●外部機関と連携したネットモラ
ル講座等に取り組み、ネットトラ
ブルの未然防止に努めている。
●１８歳成人に向け、巣立ちセミ
ナーや主権者教育を実施してい
る。
●毎年、スクールバスのコース
や時間、本数、料金等を見直す
ことで、利便性を向上させるとと
もに、乗車マナーに関する指導を
徹底し、より快適で安全性の高
い通学になるように努めている。
●校務支援システム（メソフィア）
や教職員ネットワークを積極活
用し、生徒情報や指導状況の可
視化、情報共有の円滑化を推進
し、一人ひとりに応じた適切な指
導を目指している。

【満足度指標】
●本校は生徒一人一人の悩みに応じた親
身な相談や指導がされている。
Ｒ４後期・・８２％

82%

B
【満足度指標】
●本校は生徒の生活について、家庭と十
分に連携を図っている。
Ｒ４後期・・８０％

79%

C

②

●学院スピリット「笑顔で挨
拶、感謝の心と礼節ある行
動、ひたむきに頑張る学院高
生」を具現化する活動を実践
する。

【満足度指標】
●本校は挨拶やマナーなどの基本的生活
習慣に関する指導がされている。
Ｒ４後期・・８９％

92%

A
【努力指標】
●遅刻をする生徒を減らすことができた。
　（年間件数）　Ｒ４・・前年比＋９％

-

-
【努力指標】
●特別指導を受ける生徒を減らすことがで
きた。　（年間件数　反省書＋始末書）
Ｒ４・・前年比－２４％

-

-
【努力指標】
●携帯電話指導を受ける生徒を減らすこと
ができた。　（年間件数）　Ｒ４・・前年比ー５
０％

-

-

③

●安全・安心な学校づくりを
推進する。

【満足度指標】
●本校はいじめの防止・早期発見に努め、
安全・安心な学校運営に努めている。
Ｒ４後期・・８４％

85%

B
【満足度指標】
●本校は登下校の安全や交通事故防止
のため、適切な指導がなされている。
Ｒ４後期・・８９％

90%

A
【満足度指標】
●本校は校舎やグラウンドなどの施設・設
備を整備し、生徒の安全を確保している。
Ｒ４後期・・９３％

94%

A
【満足度指標】
●スクールバスで安心して通わせることが
できる。　Ｒ４後期・・９１％

94%

A



前期 後期

部活動顧問 【保護者アンケート】
生徒会課 Ａ：９０％以上

Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満
Ａ：１位
Ｂ：２位
Ｃ：３位
Ｄ：４位以下

寮教育委員会 【保護者アンケート】
部活動顧問 Ａ：８５％以上

Ｂ：８０％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

【保護者アンケート】
Ａ：８５％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

生徒会課 Ａ：９０％以上
学年会 Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満
Ａ：１０００人以上
Ｂ：８００人以上
Ｃ：７００人以上
Ｄ：７００人未満

【保護者アンケート】
Ａ：８０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

令和５年度　金沢学院大学附属高等学校　学校評価　ＮＯ4

教育方針 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準
評価

改善策

4

●何事にもひ
たむきに取り組
み、最後まで
諦めない心と
たくましい身体
を育てる

①

●困難を乗り越える強い心と
体を育てる部活動指導を実
践する。

●部活動で育てる力を共通理
解し、全国に通用する競技力
だけでなく、豊かな人間性や
社会性を身につけた生徒を育
成することとしている。
●入寮している部の顧問だけ
でなく、教職員全員で寮生を
見守り育てるように連携を
図っている。
●寮生活の指針・寮則の徹
底、寮行事の企画など、これ
までの取り組みを見直し寮教
育の再構築を図ることとして
いる。
●高校相撲金沢大会の応
援、清鐘祭・陸上競技大会の
企画・運営を通して、生徒の
充実感や成就感を高めてい
る。
●常時活動に確実に取り組ま
せるなど、委員会活動の活性
化を図り、学校の一員である
ことの自覚を高めている。
●学院ブランドの取り組みの
継続【こだわりの挨拶・ベル
着】に加え、学級ごとにNO１を
目指す「The Best of the
Best」の取り組みを生徒主体
に進め、自己有用感の育成に
努めることとしている。

【満足度指標】
●本校は生徒会活動や部活動に関して、
適切な指導や生徒の活動が支援されてい
る。
Ｒ４後期・・８２％

③

●生徒の主体性や自己有用
感、自治力を育む生徒会活
動を推進する。

【努力指標】
●委員会挨拶運動に参加する生徒を増や
すことができた。（参加率）

【満足度指標】
●本校は有意義な学校行事（文化祭・ス
ポーツ祭、遠足、修学旅行など）が設定さ
れている。
Ｒ４後期・・８５．０％

87%

B
【努力指標】
●県高校総体男女総合成績で上位に入る
ことができた。　Ｒ４・・２位

-

-

②

●安全・安心で、自主性・主
体性が育つ寮教育を推進す
る。

【満足度指標】
●本校は寮生に安心できる環境が整備さ
れている。
Ｒ４後期・・７４％

72%

D
【満足度指標】
●本校は寮生が学習できる環境を整えて
いる。
Ｒ４後期・・６６％

77%

C
-

-
【成果指標】
●清鐘祭への一般来場者が増えた。 　

Ａ
　

93%

Ａ

　



前期 後期

入試広報課 【保護者アンケート】
総務課 Ａ：９５％以上
情報（機器） Ｂ：９０％以上
　　　管理委員会 Ｃ：８５％以上

Ｄ：８５％未満
【保護者アンケート】

Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

全課 【生徒アンケート】
全職員 Ａ：９５％以上

Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

【保護者アンケート】
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

入試広報課 Ａ：４２０名以上
総務課 Ｂ：３５０名以上
部活動顧問 Ｃ：３００名以上

Ｄ：３００名未満
Ａ：３００名以上
Ｂ：２５０名以上
Ｃ：２００名以上
Ｄ：２００名未満
Ａ：２５０名以上
Ｂ：２２５名以上
Ｃ：２００名以上
Ｄ：２００名未満
Ａ：２００塾以上
Ｂ：１８０塾以上
Ｃ：１５０塾以上
Ｄ：１５０塾未満

　 Ａ：１０００名以上
　 Ｂ：９００名以上

Ｃ：８００名以上
Ｄ：８００名未満
Ａ：４５０名以上
Ｂ：４２０名以上（定員）
Ｃ：４００名以上
Ｄ：４００名未満
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教育方針 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準
評価

改善策

5

●保護者と連
携した開かれ
た学校づくり、
満足度の高い
学校づくり、多
くの中学生に
志願してもらえ
る魅力ある学
校づくりに努め
る

①

●ホームページや保護者
メール、インスタグラム等のＳ
ＮＳ、各種便り等を利用し、
積極的に学校情報を発信す
る。

●ホームページを毎日更新
し、学校の様子や考え方を伝
えることで、保護者の学校へ
の理解を深めるように努めて
いる。

●今年度からインスタグラム
での学校情報発信も行ってお
り、在校生、中学生にも広く伝
えたいと考えている。

●保護者や生徒の悩みや思
いに対しては、担任や部活動
顧問だけでなく、学年や学校
全体で誠実に対応するように
心がけている。そのための報
告・連絡・相談を徹底するよう
にしている。

●中学生やその保護者対象
のオープンスクール・オープン
クラブでは、本校の良さをより
アピールできる内容を検討し
ている。

●部活動勧誘では、中学校
顧問との関係づくりに努める
とともに、対象となる生徒をど
のように育てるのかを明確に
して対応することとしている。

●学習塾へは、ポスターや学
校案内を持参するだけでな
く、繰り返し足を運び、本校の
良さを伝えるように心がける。
また、各塾出身の生徒の状況
を知らせるなどして塾との信
頼関係を構築している。

●生徒募集はあらゆる機会を
捉え、教職員全体で行う。そ
のために定期的に会議を行
い、状況を共有している。

●スクールバスを増便し、登
校の利便性を高めている。

【満足度指標】
●本校は教育方針がわかりやすく示され
ている。
Ｒ４後期・・８９％

92%

B
【満足度指標】
●本校は特色ある学校づくりがなされてい
る。
Ｒ４後期・・９２％

93%

Ｂ
【満足度指標】
●本校はホームページや保護者メールで、
学校の様々な教育活動について、わかり
やすく説明している。
　Ｒ４後期・・９０％

89%

Ｃ

②

●一人一人に応じた進路指
導、学習指導、部活動指導、
生活指導を実践し、自己実
現を支援する。

【満足度指標】
●生徒は学校での生活に満足している。
　　Ｒ４後期・・８６％

87%

Ｃ
【満足度指標】
●総合的に判断し、本校に入学させて良
かった。
　Ｒ４後期・・８９％

90%

B

③

●高校入試に係る各種行事
において、本校の魅力がより
わかる内容を工夫するととも
に、様々な方法で参加につ
いての広報活動を実施する。
　特に部活動勧誘や特進生
徒の勧誘においては、顧問
や塾長のもとを繰り返し訪問
し、関係づくりに取り組む。

【成果指標】
●本校のオープンスクール・オープンクラ
ブに参加する中学生が増えた。

　

B
【成果指標】
●本校のオープンクラブに参加する中学生
が増えた（第３回～第５回）。

-

-
【成果指標】
●本校の学校・入試説明会等に参加する
中学生が増えた。

-

-

-

-

【努力指標】
●多くの学習塾を訪問し、ポスター・ちらし
の配付、学校説明等を行うことができた。

　

A

今年度学校経営のキーワード

　●“The Best of the Best” Project　　●生徒が自分の成長を実感できる学校・自ら考え行動し自分の選択に責任を持つ生徒に
　●将来やりたいことをするために、今やるべきことをする　　●わからないことがわかるようになるのが勉強・できないことができるようになるのが学校

【成果指標】
●本校に入学する中学生が増えた。
Ｒ４・・３５８名

-

-

【成果指標】
●本校を志願する中学生が増えた。
Ｒ４・・８０９名


